
availability, activity budget and core area of Malaysian long-tailed macaques (Macaca fascicularis) and d回 kylangurs 
(Trachypithecus obscurus) in dipterocaip forest edges. I was be able to utilize the PRI journal libraiy for references. I went 
back to Malaysia on 4th October 2016 after staying in PRI for 20 days. Cuffently, the project is still in progiモsswith 
collaborator and my sensei/co supervisor, Dr.Ikki Matsuda. AP回 thesis(under Universiti Kebangsaan Malaysia, Malaysia) 
is being wrinen as one of th巴outputof this research grant. 

2016-B-99 ヤクシマザルの頬袋散布種子および糞中種子の二次散布者調査

松原幹 （中京大 ・国際教義） 所内対応者： 社大和
ヤクシカやげっ歯類などが、 ニホンザノレが糞散布した種子の生存率におよぽす影響を調べるため、 2016年5一

月と10-12月に、屋久島西部地域のニホンザノレの糞中種子、および頬袋散布種子に集まる生物を、自動撮影カメ

ラで調べたe ヤマモモの種子は5月末から6月上旬の結実前半期において頬袋散布は極めて少なく、糞散布が中
心であったc 収集したサノレ糞からヤマモモ種子を摘出 ・水洗い ・着色し、直径 3mm以上の種子を除去して 20g
ず、つ！］、分けにした糞に100粒ずつ埋め直して人工サノレ糞を作成したc それらの人工サノレ糞に鉄製の覆い（シカ除

けカゴ、小動物除けカゴ、センチコガネ類除けカゴ）を被せ、着色種子と無着色種子とともに林内の実験区に設

置し、3B後、 1週間接、 1ヶ月後に実験区内に残った種子数を比較した。自動撮影カメラは1ヶ月間設置した。

人工糞では設置から24時間以内に、 ヤクシカが訪れてサノレ糞を食べる行動が、カメラトラップ場所の90%以上

で確認され、 森林性雷歯類による被食も撮影されたc また、秋はイヌガシ、シロダモ、モッコク、リ ュワキュウ
マメガキの頬袋散布種子を収集し、 同様の実験を行った。シロダモとイヌガシの頬袋散布種子は1ヶ月後の消失
率が低く、シカによる被金は撮影されなかった。 モッコクで、はサノレが頬袋から出した直後の種子をシカが採食す

る行動が直接軍察 ・ビデオ記録されたむリ ュワキュウマメガキについては、現在映像を確認中である。

2016-B-100 口腔における感覚受容機構の解明

城戸瑞穂、合島怜央奈 （佐賀大学） 所内対応者・ 今井啓雄

適切な口i在感覚は、噌乳 ・摂食 ・情報交換など多様な行動の基盤となっている。しかしながら、その機構につ
、ての理解はまだ隈られたものである。私たちは、（狭義の）味覚とされる甘味 ・塩味 ・酸味 ・苦味 ・うまみ以

外の口腔内の感覚、とくに、湿度感覚や唐辛子や胡椋などのスパイスなどのへ感覚、触圧感覚などの機構の解明

を包括し、 こうした広義の味覚とされる感覚の分子基盤として、TRPチャネル（transient receptor potential channel) 

を想定し研究を進めてきた。そして、口腔粘膜上皮に、温度および機械受容への関与が報告されているTRPチャ

ネルの霊長類における発現と感覚神経との関係を明らかにすることを目指し、本研究を実施しているむ 平成 28

年度は研究室を異動し、 さらに移動先の研究棟の改修工事のため実験が十分にできない環境にあったc 顕微鏡の
環境など思いの外体制整備に手間取った。ゆえに、 試料の収集と実験条件の模討を主に行った。また新たな抗体

作製を行ったので免疫染色のための条件検討を行った。抗体が標的タンバクを認識していると思われたが、パッ

クグラウンドも高かったことから、さらに条件検討を進めているところであるc

C.一般グループ研究
2016-C-1 植物の機能形質に基づくニホンザルの食物選択メカニズムの解明

饗庭正寛（東北大学大学院生命科学研究科）、黒川紘子（森林総合研究所） 所内対応者 ・湯本貴和

辻ら（2011）に示された、野生ニホンザノレの採食する木本植物リストと白熱環境保全基礎調査植生調査、および
代表研究者らが収集したB本の主要樹木の形質データを用いて、 ニホンザノレの生息域全域において、 ニホンザノレ
が好む樹種（採食の報告例4例以上）とそれ以外の樹種の形質を比較したむ ニホンザノレの樹種選択に影響しうる形

質として、 最大樹高、葉の面積あたり重量、葉の強度、葉の含水率、葉の窒素含量、葉のタンニン含量、葉のフヱ
ノール含量、葉のリグニン含量に着目したe 落葉樹では、ほぼすべての気温帯で、サノレが好む樹種の最大樹高は

そうでない樹種より有意に高かった（図 1）。ただし、この傾向がサノレの噌好性によるものか、観察のバイアスに

よるものかは、今回の解析では不明である。また、サノレが好む樹種で、は、葉の面穫あたり重量、葉の強度、 葉の
窒素含量、 葉のタンニン含量が広い気温帯で、有意に高かった。 一方、常結樹では、サノレが好む樹種において、 葉

の面穫あたり重量、葉の強度、葉のリグニン含量が高い傾向がしばしば見られた（図 2）む 葉の面穫あたり重量は

摂食効率、 窒素含量は栄養価の面から噌好性に影響している可能性が考えられるが、一般に披食防衛に関する形
質である、タンニン含量や葉の強度に高い傾向が見られたのは以外な結果で、あった。

2016-C-2 福島市に生息する野生ニホンザノレの放射能被曝影響調査

羽山伸一、近江俊徳（B獣大 ・獣医）、中西せつ子（NPOどうぶったちの病院）、名切幸枝、石井奈穂美 （日獣

大 ・獣医） 所内対応者：JI!本芳
本研究グ‘ノレーフ＝では、2007年から福島県ニホンザル特定鳥獣保護管理計画にもとづき福島市で個体数調整のた
めに捕獲された野生個体を分析し、妊振率の推定や遺伝子解析などを行ってきた。福島市にはおよそ20詳、2000

頭の野生群が生息しているが、2011年の福島第 1原子力発電所の爆発によ り方局サ能で被曝したc 2012年度に放

射性セシウムの蓄積状況と血液性状の関係を調査し、血球数やヘモグロビン濃度などの低下を明らかにしたむ 今

年度は、その後の筋肉中放射性セシウムの蓄積状況と血液性状を調査し、放射性物質の讃衰に伴う血液性状の変

化を明らかにした
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2016年度は、 134個体のニホンザルを回収し、セシワム濃度および血液検査を実施した。セシウム濃度は、年々
漸減傾向にはあるものの、冬季に数百ベクレノレ／kgと比較的高い数値を示す個体がいた合また、血液検査値は、

昨年度同様に正常範囲を下回る個体が多く、2012年度に対照とした青森県のサノレの平均値と比較して、 有為に低

下していることが今年度も確認された。

また、将来における中長期的な影響評価を可能にするため、採取した臓器及び遺伝子等の標本保存を行ったe

2016-C-4 サノレ造血免疫機能の解析とサノレ免疫不全ワイノレス感染モデノレマウスの樹立

岡田誠治 （熊本大 ・エイズ学研究センタ一）、 俣野哲朗（国立感染症研 ・エイズ研究センター）、刈谷龍昇、塚

本徹雄 （熊本大 ・エイズ各研究センタ一） 所内対応者：中村克樹

本研究の芭的は、 ニホンザノレの造血 ・免疫系を解析し、 その特徴を明らかにすること、その結果を元にニホン
ザノレの造血免疫系を構築したマワスモデルとエイズ‘モテ。ノレを構築することである。そこで、 ニホンザノレの骨髄を

採取し、CD34の発表を様々な抗ヒトCD34抗体を用いて確認した亡その結果、 Clone561563はニホンザノレ骨髄

では交差反応が認められたが、 cloneQBEnd10, 8G12では認められなかった。そこで、 Clone561を用いて CD34
陽性細胞をImmunomagneticbeads法により分離し、 コロニーアッセイを行った。その結果、 CD34陽性細胞から

のコロニー形成が確認できた。また、 CD34陽性細胞を放射糠照射した高度免疫不全マウス（NOJマウス）新生

仔肝に移植したが、ニホンザノレによる造血系の再構築は認められなかった。一方、ニホンザノレ末梢血単核球を
PHA-Pで刺激後、サノレ免疫不全ワイノレス（SimianImmunodeficient virus: SIV）を感染させたところ、感染が成立し

た。

2016-C-5アカゲザノレiPS細胞の免疫細胞への分化

金子新 （京都大 ・iPS細胞研）、塩田達雄、中山英美 （大阪大 ・微生物研）、 三浦智之 （京都大 ・ワイノレス研）、

入口河一 （京都大 ・iPS細胞研） 所内対応者 ：明里宏文

本研究は、iPS細胞から各種免疫細胞への分化誘導方法を確立し、そしてそれらの免疫細胞の自家移植によりヒ

ト免疫不全症候群などによる破寵した免疫機構を再構築することを、免疫学的にヒトに近縁な霊長類を用いて検

討することをE的とした研究である。
3頭のアカゲ、ザノレ末梢血T細胞から樹立した 10種のiPS細胞クローンから、 OP9DL1細胞との共培養によ りT

細胞分化能ならびに増殖能およびエフヱクタ一機能が確認できたクローンを各アカゲ、ザノレあたり lクローン選出

したむ 自家移植をB的として、各種ワイノレスベクターによる GFP遺伝子導入を検討し、ボノレナウイルスベクター
こよるアカゲ、ザノレiPS細胞への効率の良いGFP遺伝子導入を確認した。 （ボ‘／レナワイノレスベクターは京都大学ウ

イノレス研究所の朝永研究室から謹供されたζ）

HIV遺伝子の感染性に関与する標的遺伝子をノ ックアウトするためのiPS細胞上でのゲノム編集の準備を進め、
またiPS細胞由来の造血細胞およびT細胞の自家移植に向けて、移植の前処置と投与経路に関する調査を行うな

ど、 実験準備を進めたC

2016-C-7 金華山島のサノレ・個体数の変動と 6群聞の生態社会学的比較
伊沢紘生（NGO宮城のサノレ調査会）、杉浦秀樹（京都大・野生動物）、 藤田志歩（鹿児島大・共同獣医・行動生理 ・

生態学）、宇野壮春（合同会社東北野生動物保護管理センター）、 川添達朗（京都大・理学・人類進化論）、関健太郎、

三木清雅（合同会社東北野生動物保護管理センター） 所内対応者：古市剛史
申請時の本研究の目的は6つで、その結果は以下の通りである。①個体数の一斉調査は申請通り2回、 秋と冬

こ実施したc 結果は駄が 269頭、冬が266頭だった。②群れごとのアカンボワの出生数と死亡（消失）数は、 春の

調査を上記2回の一斉調査に加えて実施。出生数は6群で計39頭、死亡（消失）数は8頭、l年以内の死亡率は0.21
だ、った。③家系図と④食物リス ト作成は群れごとの担当者が随時実施した。⑤6群間の比較生態・社会学的調査は、

群れの頭数が 100頭を超えたD群を対象に分派行動や群れの分裂に関して集中的に実施した。⑤サノレ学を志す若

手への可能な研究テーマの整理は、宮城のサノレ調査会の機関根『宮城県のニホンザノレ』で、 一昨年の第 28号、

昨年の第29号に引き続き、第30号を現在準備中であるc

ところで、 上記の＠および昨年度（2015年度）の報告書で述べたD群の分裂についてだが、分裂した小さい方（分

裂詳）は、これまで‘の金華山サノレ個体群で、の 5回の分裂で見られた群れの遊動域を二分するという形でなく、 島
の北東部に新たな遊動域を構えているものと予測して追跡調査を実施した。しかし島の分裂群は存在せず、D詳

から分かれたメス 4頭とコドモたちの小集団が 82群に半ば追鮭しながら生活していた。その詳細は目下整理中

である。

2016-C-8 ニホンザノレを対象とした顔認識システムの開発

大谷洋介（大阪大 ・未来戦略機構第一）、＋Jll均 （立命館大・情報理工） 所内対応者：半谷吾郎
本研究ではニホンサツレを対象とした広範かつ簡便な個体識別 ・登録手法の実現により調査 ・保護管理・獣害対

策等の効率的な実施に資することを目的として、画像取得による顔認識システムの開発を実施したむ

霊長類研究所で銅育されているニホンザル集団のうち、高浜群（57個体）、若桜群（45個体）、嵐山群 （62個
体）、椿詳（47個体）を対象として、定期検診時に頭部を 15種の角度から撮影した。撮影した動画から静止画を
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抽出しプログラムに登録するためのサンプノレ画像とした。
画像中からニホンザノレの顔領域を自動的に抽出するために、 HOG特徴量を用いた強化学習（RealAdaBoost）を利

用した識別器の作成を行った。抽出した顔面像から「標準化された顔の要素Jの集合である固有顔（Eigenface）を

作成し、 固有顔と各画像との差分を既知の全個体のデータベースと照合することにより個体識別を行った。

実際に野生下で運用可能な、十分な精度および登録可能頭数を持ったシステムの構築のためにはさらなるサン

プノレ酉像が必要であり、 今後追加の画像サンプノレの取得を行うとともに、 データベース登撮手法の簡略化および

識J.llj精度向上のためのプログラム改良を実施してし、く。 同時に、飼育個体を対象として I実際に野外で撮影され
る動画jを想定した撮影を行い、試作システムの検証 ・改善を行うとともに、算出された一致率がと♂の水準であ

れば同一個体と断定できるのか、基準の策定を行う。

2016-C-9 プロポフォー／レとフエンタニノレによるコモンマーモセットの全静脈麻酔法の確立

牟田佳那子 （東京大学農学生命科学科獣医外科学研究室）、増井健一 （防衛医科大・病院麻酔）、矢島功 （防衛

医科大学校病院 ・薬剤） 所内対応者 ：宮部貴子
静脈麻酔薬のプロポフォーJレとオピオイド系鎮痛薬とを静脈投与し、 全身麻酔状態と鎮痛を得る全静脈麻酔法

である。 捧発性麻酔薬と比較して頭蓋内圧や循環動態に与える影響が小さく、脳機能研究に供される機会の多い

コモンマーモセットに同麻酔法は有益であると予想し、今回実施に必要な薬物動態学的情報を得るためブロボ
フォーノレの薬物動態解析を実施した。

1-3最齢のオスのコモンマーモセット 6頭を使用した。セボフノレラン鎮静下で尾静脈から 8mg/kgのプロポ

フォールを4mダkg/minの速度で静脈投与し、投与後2、5、15、30、60、90、120、180分に大腿静脈から 0.6ml
の採血を実施した。血摂から液体高速クロマ トグラフィー蛍光検出法で血中濃度を測定し、 薬物動態解析ソフト

ワェアを用い薬物動態解析を実施した。採血は 1回の実験で上記8時点のうちいずれか2点、でのみ実施し、2ヶ

月毎に計4回繰り返すことで実験動物倫理規定を遵守した。

本報告書作成時点で血中濃度の測定が終了している 24点で薬物動態を実施したところ、 薬物動態モデノレは 2

コンバートメントモデノレが最も適していたe 今回の投与量では有意な呼吸抑制が認められたが、心拍数への影響

は認められなかったe 全ての血中濃度の測定が終了し次第、再度薬物動態解析を実施、得られた情報を基に全身
麻酔のための投与速度や投与量等をシミュレーションする予定であるε

2016-C-10 マカクにおける繁殖季節性と運動のおよぽす骨格加齢への影響
松尾光一 （慶愚大・医・細胞組織）、山海直（医薬基盤・健康・栄養研究所・霊長類医科学研究センター）、 Suchinda

Malaivリitnond(Ch叫alongkom大）、森JII誠（慶層、大 ・匡）、PornchotePonawee (Chulalongkom大）
所内対応者 ・槙田穣
ヒトは通年繁殖性であるのに対し、 ニホンザノレは季節繁殖性を示す。 ニホンザノレで、は毎年、繋殖期と非繁殖期

こ性ホノレモンが増減するe 性ホルモン濃度の観点からは、ヒ トでいえば、 年ごとに若年と老年を行き来するよう

な状態であるといえる。しかし、ニホンずノレの骨密度が毎年増減するかどうかは知られていない。 今回、我々は
ニホンザノレにおいて、 最小の骨で、ある耳小骨と、 最大の長管骨 （大腿骨など）の骨密度が、 季節に伴いどのよう

と変動するかを解析した。

まず、個体ごとのさらし骨標本から、オス 75頭分、メス 71頭分の耳小骨と大腿骨を選別したむ死亡時の骨量
や骨密度は、骨の標本化を経て保存されていると仮定し、マイクロ CTを使って骨量と骨密度を定量したむ死亡

時の日付や年齢から季節変化を解析したところ、オスでは、 ツチ骨と大腿骨の骨密度が季節性変動を示した。次

こ、生体オス 14頭の樟骨遠位端を、繁殖期と非繁殖期に末梢骨用の定量的CT装置 （pQCT）で測定し、 さらに
12頭の血中テス トステロン濃度および8頭の血中25(OH）ビタミンD3も繁殖期 ・非繋殖期で定量した。これら

から、オスのニホンザノレで、は、骨量や骨密度が「生殖と連動した季節性の変動jを示すことが示唆された。

2016-C-11 異種生体環境を用いたチンパンジーiPS細胞からの臓器作製

中内啓光（東京大 ・医科所）、長嶋比呂志 （明治大・農）、平林真澄 （生理学研究所）、正木英樹、海野あゆみ、

佐藤秀征 （東京大・医科所） 所内対応者 ：今井啓雄

チンパンジー3個体の末梢血の提供を受け、それぞれについてセンダイワイルスを用いてtransgene－企eeiPSCを
樹立した。樹立したiPS細胞にキメラ形成に望ましいと考えられる細胞死阻害処理あるいはナイーブ化処理を施

し、マウス怪に移植検討を行ったe ただし、ヲイーブ化に関してはヒト iPSCに同様の処理を施した場合とは遺

伝子発現プロファイノレが異なる面があり、ナイープ化が達成できていない可能性があるc ナイープ化については

多くの手法が報告されており、どの手法が適用できるかは今後も更に検討を続ける必要がある。これらの細胞株

をマワス圧に移植し、どの株が高頻度にキメラ形成できるか検証を進めている段階であるc また、ブタ匪への移

植準備も整い、pilotstudyを終えたと ころであり、平成 29年度は本格的にチンパンジー細胞ープ、タキメラ作製に
取り組む予定であるe これらの結果をまとめ、 平成29年度中にも成果を論文発表 ・学会報告する予定であるe

2016-C-12 霊長類由来exvivo培養系を用いた消化管細胞機能の解析
岩槻健、高橋信之 （東京農業大学 ・応生 ・食品安全健康）、佐藤幸治（岡崎統合バイオ）、粟飯原永太郎 （シン
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シナティー大学・医）、大木淳子、熊木竣佑、難渡みつき （東京農業大学 ・応生 ・食品安全健康）
所内対応者：今井啓雄

本研究の百的は、霊長類から腸管オノレガノイドを作製し、 exvivoにおいて食品因子などに対する腸管細胞の応

答性を解析することである。霊長類から腸管オノレガノイドを作製することにより、げっ歯類では解析不能であっ

たヒトに近い細胞でのアッセイが可能となると考えられる。

前年度までにアカゲずノレの腸管よ りオノレガノイドの作製に成功したが、継代すると細胞は増えず、げっ歯類と

は異なる培養条件や継代条件を確立する必要が生じていた。そこで、平成28年度では、 ニホンザノレの腸管を出
発材料に様々な実験条件を設定することで、霊長類に適した培養方法や継代法を見いだすことに成功したc 具体

的には、 培地に添加する Wnt3aの活性やBSAの種類により、霊長額腸管オノレガノイドの増殖活性が変化するこ

とが明らかとなった。げっ歯類腸管オノレガノイドはWnt3aやBSAの添加を必要とせず、霊長類オノレガノイドを
培養する際に注意すべき点であるc また、 継代法に関しては、 T1ypsinを使い単一細胞にする方法にて継代が安定

したc これもシリンジ等を使い物理的にクリアトを分離するするげっ歯類オノレガノイドの継代法とは異なる点で

あるc 現在、増殖活性のヲ齢、オノレガノイドから最終分化した細胞を効率よく誘導させるため様々な培養条件を検

討しているc

D.随時募集研究
2016-D 1 サノレの脅威刺激検出に関する研究

川合伸幸 （名古屋大・院 ・情報科学） 所内対応者 ー香田啓貴
ヒトがへどやクモに対して恐怖を感じるのは生得的なものか経験によるのか長年議論が続けられてきた。我々

は、 へビ恐怖の生得性は認識されていることを示すために視覚探索辞居を用いて、ヒト幼児や （〈ピを見たこと

のない）サノレがへヒタの写真をほかの動物の写真よ りもすばやく検出することをあきらかにし、ヒトやサノレが生得

的にへどに敏感であることを示した。しかし、へピをすばやく検出する視覚システムは、ヘビのカモフラージュ

を見破れるようにできているのかは不明である。我々はヒト成人は、ほかの動物に比べてノイズを混ぜた写真か
らへビを正確に認識できることを示した。 このことをサノレで、検証した。4頭で見本合わせ課題を習得させたC 1 

頭はまだ見本合わせ課題の習得段階である。3頭でテストが終了した。 見本刺激と 2つの選択肢を対応させる課

題で、プロープテス トとして、見本刺撤にさまざまな量 （1050%）のノイズを混ぜてどれだけ認識できるかを調

べたところ、1頭はノイズが多くなってもヘピの認識がもっともすぐれたが、別の1頭はむしろへどの認識が

もっとも劣ったε 残りの1頭のへピの認識率は中間であった。見本刺激と選択刺激を亘接対応させる課題では

はっき りした結果は得られなかったo そこで、 H29年度は見本刺激を捕した後に選択肢を提示し、記憶と照合す

る課題でへビの認識がすぐれるかを検証する。

2016--D-3 Connecting the dots: linking host behaviour to parnsite transmission 

Julie Duboscq (KUWRC) 所内対応者；伯drewMacIntosh 
Investigating infectious disease dynamics is important for managing health of livestock, wildlife, and humans, as well as 
species/habitat conservation, public health and economic issues. For this pr吋ect,we studied simian foamy vims (SFV) and 
Escherichia coli infection patterns in Japanese (and Rhesus) macaques to understand: 1/ factors determining intensity, 
prevalence血 ddiversity of pathogens in relation to individual and social network characteristics, and 2/ infection risk and 
transmission pathways of pathogens within social networks. We focused on socially-transmissible parasites that are endemic 
and relatively host-specific. They are of low virulence but nevertheless monopolize host resomces and are not without 
fitness consequences. These organisms further provide a good model to examine transmission dynamics. Initially, we 
planned to conduct the study at Koshima, but data collection proved too complicated for a one-year pr句田t.During a short 
visit, we collected a few fecal samples and have stor吋 themat the Primate Research Institute for reference. Instead, we 
switched our focus to captive macaques at KUPRI where I collected behavioural and biological samples on two social 
groups. We are now establishing SFV and E. coli genetic profiles for each host, and matching them to individual (age, sex) 
and social ( c阻むalityin aggression and grooming networks) characteristics to dete.ロ由netransmission pathways. Preliminary 
data shmv that 56/58 ad叫ts(>4yo), 30/34 juveniles (1-4yo）皿d7/22 infams (<lyo), as well as 63/75 females and 30/39 
males tested positive for SFV. Preliminary data on 15 Rhesus and 16 Jap出1esemacaques showed that dyads也atgroomed 
more and也atwere of 町凶加agesh包edmore simil紅 viruss仕組出血ano也ers,whereas aggression frequency, kinship, or 
dominance rank did not seem to affect strairi similarity.百1eseeffects may be linked to 1/ a hi虫errisk of transmission 
between individuals in frequent active body contact and 2/ natural viral strain evolution, some sむainsexisting 
predominantly m some years but not in others. This research can infonn animal population management阻 dwelfare as well 
as give insight mto evolutionary pressur巴son sociality and parasitism in animal groups. 

2016-D-4 レトロエレメント由来の獲得遺伝子の霊長類における分布解析
石野史敏（東京医歯大・難研）、金児ー石野知子 （東海大・健康科学）、李知英 （東京医歯大・難研）、入江将仁 （東

京医歯大 ・難研、東海大 ・健康科学） 所内対応者：古賀章彦

ヒトゲノムにはレトロエレメント由来の獲得遺伝子群である11個のSIRH遺伝子が含まれる。これらの多くは

真獣類特異的遺伝子であり、近年の研究から、ヒトやマワスを含む真獣類の個体発生機構の様々な特徴 （胎生や

高度の脳機能など）に深く関係する機能を持つことが明らかになってきたc そのため、真獣類の進化を促した遺
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